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城南病院広報誌



ライフワークは「老年期認知症」
好ましい医療を求めて

認知症診療顧問
髙松 淳一
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成27年4月から城南病院でお世話になっておりま

す。少し長くなりますが、自己紹介と抱負の一端を述べ

させていただきます。

は昭和48年（1973年）3月に熊本大学を卒業し、

京都大学老年科（現・神経内科）、国立熊本病院（内

科・神経科）、アインシュタイン医科大学・モンテフィ

オーレ病院（神経病理部門）、国立肥前療養所を経て、

独立行政法人国立病院機構菊池病院に赴任。平成15

年（2003年）から11年間は、院長職として貴重な経

験をさせていただきました。その20年間の通勤距離

は地球を5周いたしました。

の間、臨床研究部長として、一つの脳から、前頭側

頭型認知症・パーキンソン病―17番染色体という新

しい認知症に巡り合うことができました。また、今日で

は当たり前となったアウトリーチ医療として、平成７年

（1995年）から地域自治体との在宅高齢者のメンタ

ルケア相談に携わり、認知症の方々の人となりや生活

を分かることの大切さを知りました。副院長時代、昭和

63年（1988年）から菊池病院の使命とされてきた

「厚生労働省認知症高齢者対策研修」を継承して、室

伏君士初代院長が確立された「認知症高齢者のメンタ

ルケア」の重要性を確信。さらに、東日本大震災支援活

動として岩手県宮古市にも出向きました。

池病院を去るにあたり、20年という歳月は私に

オー・ヘンリーの「20年後」という短編小説を想い出さ

せました。20年後の再会を誓った二人の親友が出会っ

た時、一人は警察官、一人は犯罪者という立場になって

いましたが、約束の日時はお互いに忘れずにおりまし

た。無常は世のならい、多くは無情にも変わってゆきま

すが、人には忘れられないものを大事にする心がある

ようです。

は前述のように、精神医療、特に老年期認知症の

医療をライフワークにしてきましたが、菊池病院では、

身体合併症の治療、さらに老年期精神疾患や認知症

の方々の入院中の歩行力や体力低下に対する予防な

どが困難で、「歩いて入院して歩いて退院する治療」

が懸案となっておりました。城南病院には、リハビリ

テーション科、神経内科を含む内科系医師、脳外科・整

形外科を含む外科系医師、さらに、循環器内科、皮膚

科や連携している歯科医師と恵まれた布陣になって

おります。デイケア部門も、精神科、軽度認知症、重度

認知症、身体リハビリを対象とした4プログラムが運用

されており、認知症医療にとっても相応しい態勢が

整っています。当院でのMDT（多職種チーム：全員参

加型）の一人として、菊池病院で“一所懸命”やってみ

たことを、皆様とまた“一緒懸命”やってみたいと思っ

ています。

の心情としては、福田恆存が「一匹と九十九匹と」

にて問いかけた“なんじらのうちたれか、百匹の羊をも

たんに、もしその1匹を失わば、九十九匹を野におき、

失せたるものを見出すまではたずねざらんや”に訊ね

ながら、好ましい認知症医療を求めていきたいと念じ

ております。

 

たず



地域連携部地域連携室は、さ

まざまな相談の窓口を担ってお

り、地域連携部長医師1名と、

MSW（社会福祉士）3名、PSW

（精神保健福祉士）3名に加え、今年10月より地域連携室

主任として退院支援看護師1名が新たに配置されました。

退院支援は患者様が入院されたときから始まっていま

す。患者様だけでなくご家族も病気や障がいを理解し、退院

後も継続が必要な医療や看護を受けながら、「どこ（病院・施

設）で療養するのか」「どのような生活（自宅における訪問看

護など）を送るのか」を自己決定するための支援です。

そのためには入院時からの看護過程、日々のケアがい

かに自立支援に向かって進められているかが重要になっ

てきます。患者様・ご家族は「退院先についてどう思われ

ているのか」「悩みや問題は何なのか」、入院前情報・入院

診療計画・入院時アナムネーゼ（既往症）を共有し、プラ

イマリーナース（＊1）を中心に各関係部署・機関と情報共

有・連携しながら共働支援することが退院支援看護師と

しての役割だと思います。

現在、院内各部署に顔を出して、病棟・外来・地域連携

室との話し合いによる「入院受け入れフローチャート」の

改善や院内施設における退院前カンファレンスへの参

加、各部署からの連携相談などを始めております。また、

NST（栄養サポートチーム）や摂食嚥下・口腔ケアにつ

いても同時に介入させていただいており、院内外チーム

医療連携を目標にリンクナース（＊2）とともに院内で推進し

ていきたいと考えています。今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。

地域連携部地域連携室 看護師　
信友 まち子 

地域連携部地域連携室のご紹介

事務部情報企画課のご紹介

情報企画課は、診療情報管理

機能と病院・施設に関する情報発

信機能を担う部署です。病院にお

いて患者様と直接顔を合わせて

のやりとりは少ないのですが、業務として診療録管理およ

び情報開示や統計データの作成などを行っております。

診療録・診療データなど非常に重要な情報を取り扱う

ことから、日々の整理・統計化は地味ではありますが重要

な仕事です。

また、院外への広報機能も業務の一部です。広く正確

な医療・介護に関する情報をお届けし、地域にお住まい

の皆様に選ばれる病院となれるよう、さまざまな情報発

信を行っています。

数年前から医療機能の拡充を図ってまいりました。長

年、地域にお住まいの皆様には以前の病院機能のイメー

ジをお持ちかと思いますが、最新の城南病院の機能を

知っていただき、ますますご利用していただけるよう、

これからも研鑽していきたいと思っております。

事務部情報企画課 主任
堤 和夫

さん

＊1……一人の患者さんに対して一人の看護師が、入院から退院までの

一貫したケアを行う看護師のこと

＊2……専門チームと病棟を繋ぎ、最新技術や知識を伝え、現場状況を

フィードバックする役割を担う看護師のこと

広報誌「かなで」

facebookでは
日々の病院の様子を
配信しています

ホームページでは
外来や求人情報も
更新中です



いよいよ地域包括ケアがはじまります

地域の一躍を担う
在宅支援機能をご紹介

城南病院では城南町地域のニーズに応えるため、
医療・介護提供体制の拡充に取り組み、
豊かな自然環境を活かすケアを提供していきます。

D

　当センターはご自宅で生活される方で、病院を

退院後も継続してリハビリが必要な方に、通所リハ

ビリや訪問リハビリを一元的に提供しています。南

区城南町地域を中心に専門職によ

る充実したリハビリテーションの

提供を目指しています。

センター長
平崎 孝英

地域リハビリテーションセンター「なごみ」
（通所リハ・訪問リハ）D

　介護保険サービスの要の事業所となります。経

験豊富な看護師と介護福祉士、主任介護支援専門

員などスタッフ5名体制。お一人お一人の状況に応

じたサービス立案により、希望され

る暮らしを支えてまいります。

主任介護
支援専門員
小林 健二

居宅介護支援事業所
「なごみ」E

E

　「かがやき」では重度認知症の方を対象に、豊か

な自然環境の中で「心」と「体」両方のケアに力を入

れています。また、個別での関わりを大切にしてお

り、ご家庭がお困りの際もチーム全

体でサポートいたします。

作業療法士
中野 祐輔

認知症デイケア
「かがやき」

日常生活・社会生活に必要な能力・対人関係など

の改善を図るため、就労支援などさまざまなプログ

ラム活動を行っています。また、憩いの場として、仲

間との出会い交流の場として、利用

者様が自分らしい生活を見いだせ

るようにお手伝いしています。

作業療法士
松村 麻衣

精神科デイケア
「すまいる」

B
C

E E



本館

南館 西館

憩いの広場

「最近、物忘れが目立つようになった」「最近、家

に閉じこもりがち」などの軽度の認知症の進行予防

を目的に、曜日ごとに内容を変え音楽・体操・手工

芸等を行っています。スタッフ一同、

誠意をもって充実した予防医療

の提供を目指しています。

看護師
中野 美和

物忘れ予防デイケア
「ときめき」A

入院での治療は必要ないが、自宅での生活（介

護）が困難な方や不安がある要介護者の方々に対

して、病院やその他の在宅サービスと連携し、安心

した生活が送れるよう看護・介護の

専門職が24時間常駐でその人ら

しい自立した生活が送れるよう

サービスを提供しています。

介護福祉士
村上 朱美

　要介護・要支援の方や障がいがある方のご自宅

（または施設のお部屋）を訪問し、身の回りのことや

家事をお手伝いいたします。専門的な研修を重ね

た看護師や介護福祉士・ヘルパー

が、その方らしさを大切にした安

心なサービスを提供いたします。

サービス提供
責任者
中島 律子

　病院と廊下で繋がった施設という大きな安心と

「癒しの森」が与える四季の自然の安らぎが自慢で

す。全40室（内ご夫婦部屋3室）の個室は家具・電

動ベット付きで低料金。病院勤務経

験もある医療介護の専門スタッフ

が、安心・安全な家族のようなケ

アを提供いたします。

施設長補佐
岩永 千津代

　障がいのある方が、自活した生活を送るための共

同住居です。居室は全10室（個室）あります。職員と

して、施設管理者、生活面をサポートする世話人と利

用するサービスを調整するサービス

管理責任者が配置されています。

入居者の悩みや不安に寄り添い、

助言や支援をして地域生活を安心し

て過ごすお手伝いをいたします。 サービス管理
責任者
西村 高輝

グループホーム
「けやき」C

ヘルパーステーション
「なごみ」F 住宅型有料老人ホーム

「まいのはら」F

サービス付き高齢者向け
住宅「きらり舞原」B

癒しの森

リハビリ館

城南病院

F

A

地域の皆様を

サポートしてい
きます！



あれこれ

城南病院夏まつり、第４回城南病院杯グラ

ウンドゴルフ大会の報告と、地域向けの公

開講座および勉強会のご案内です。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

爽快な秋晴れの中、病院の芝生グ
ラウンドでナイスショットの連発
だったグラウンドゴルフ大会

8月22日(土)に今年も「城南病院夏ま

つり」を開催いたしました。昨年は悪天

候の中での開催でしたが、今年は天候に

恵まれ、すばらしい夏まつりとすること

ができました。

昼の部では、当院の髙松医師による講

演「もう一つの生き方 ～認知症高齢者のメンタルケアより～」のほ

か、健康相談・機能測定ブースを設けさせていただきました。

夜の部では、そがみまこさんとDOYO組によるコンサート、バ

ルーンアートショーや地域の方々によるパフォーマンス、また毎

年恒例の「くまモン」によるくまモン体操で、終始盛り上がりを

みせていました。

出演・出店いただいた皆様、近隣地域住民の皆様、ご来場いただ

きました全ての皆様に感謝申し上げます。今後も、「城南病院夏ま

つり」が皆様方にとって一つの“夏の思い出”となりますよう、職員

一同全力で取り組んでまいります。

10月31日(土)には、昨年開催できなかった「第4回城南病院杯

グラウンドゴルフ大会」を開催することができました。南区城南町

地域に在住の60歳代から上は90歳代（最高年齢92歳）までの総

勢119名にご参加いただきました。優勝者は2ゲーム16ホールをス

コア33で回られた男性でした。開催にご尽力いただいた城南町グ

ラウンドゴルフ協会の皆様、自治会長の皆様、そして参加された皆

様、大変お疲れさまでした。次回大会にはぜひ当院の職員も参加

させていただき、皆様にグラウンドゴルフの楽しさと厳しさを学ば

せていただければと思います。今後もこのような取り組みを継続

して実施・支援し、より一層地域の皆様方のお役に立てるよう努め

てまいります。

「城南病院夏まつり」
「第4回城南病院杯グラウンドゴルフ大会」
を開催しました 事務部 総務課　萱田 耕平

絶大な人気を誇るくまモン
をはじめ、たくさんの方にご
出演いただきました

昼の部の公演では多くの
方が熱心に耳を傾けてい
らっしゃいました



当院では地域貢献活動の一環として、

城南町地域の医療機関、企業・団体様や

施設の方を中心に、当院研修ホールにて

公開講座や勉強会を行っております。

今年度も、医療機関、企業・団体を対象と

した研修では、ＢＬＳ（一次救命処置）や熱中

症対策などの講習会、介護施設職員向けの研修では「車いす移乗方法」

や「認知症の方への対応方法」「嚥下評価や訓練」などグループワークを

中心とした内容を実施しております。そのほか、当院職員にて対応でき

る内容であれば目的に応じた研修を行うことも可能です。

今後は当院の医療資格を持つ専門職による研修メニューも準備し

ていく予定です。まずはお気軽にご相談いただければと思います。

なお、自治会・老人会の皆様を対象に地域に出向き、健康体操

や講話などを行う「出前健康教室」も引き続き開催しておりますの

で、どうぞご活用ください。

お問い合わせ：TEL 0964-28-2556

教育研修・公開講座について……担当 教育研修部 勝木（かつき）

出前健康教室について……………担当 総務課 松尾（まつお）

 （1人分：146kcal）

研修ホールで行う実技やワー
クショップを中心とした研修の
様子

出前健康教室では自
宅でできる簡単な体
操や健康講話を実施
しています

あれこれ

管理課 課長
教育研修部　勝木 俊夫

出前健康教室・勉強会・
公開講座のご案内

10月のおやつバイキングで提供した
一品です。さつま芋本来の甘みを生か
したデザートです。

●卵液（黄身のみ）…20cc
●牛乳…40cc　●上白糖…7.5g
●水…1.5cc　●上白糖…3.5g
●バニラエッセンス…0.01cc
●さつま芋…15g　●上白糖…1g
●牛乳…2.5cc　●ラム酒…0.2cc
●生クリーム
　（ホイップして上白糖1gを加えたもの）…5cc
●ごま…少 （々飾り用）

材料（1食分）
さつま芋は、風邪の予防・便秘・シミ・そばかすに
よいといわれ、ビタミンB群・ビタミンC・カルシウ
ム・食物繊維を多く含んでいる食材です。皮が滑
らかで、艶があり黒く変色していないもので、触っ
た際に軟らかくないものを選びましょう。加熱後
のさつま芋は、裏ごしをすることでより滑らかな
さつま芋クリームに仕上がります。また、砂糖を低
カロリー甘味料に代えると、約半分のカロリーの
デザートに仕上がるので、カロリーを気にされる
方はお試しください。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　甲斐 淳子

プリンの材料（A）を

全て合わせ加熱し、裏

ごしした液をプリン容

器に流し込み20分間

蒸す。

カラメルソースの

材料（B）を全て鍋に入

れ、混ぜながら火にか

ける。色が茶色く変色

したら、火を止める。

皮をむいたさつま

芋を小さくカットして

20分間蒸す。

3.を潰し、残りの
材料と合わせてさつ

ま芋クリームを作る。

でき上がったプリ

ンの上に絞り袋に入

れた4.を絞り、盛り
付ける。最後にゴマを

散らす。

1.

2.

3.

4.

5.

A

B

えんげ



内科
神経内科
脳神経外科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/

熊本 城南病院 検 索〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
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外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
麻酔科
精神科

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム けやき

外来診療担当医

松村

内野克

松村

勝嶌

阿邉山

勝嶌

大園、髙井

髙井

内野克

内野克

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

木村竜

髙井

木村貴

三ヶ島

内野院長

三ヶ島

木村貴

担当医

大園、髙井

髙井

内野院長

内野院長、　

三ヶ島

三ヶ島

知花

知花

松村

小出

松村

髙井

木村貴

担当医

大園

小出

小出

大園

勝嶌

勝嶌

担当医

髙井

大園

小出

勝嶌

勝嶌

髙井

髙井

小出

小出

木村竜

髙井

木村貴

大園

内野院長、内野克

庄野

木村貴

担当医

髙井

庄野

内野院長、内野克

内野院長、　

木村竜

木村貴

小野

髙井
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内 科
神 経 内 科
呼吸器内科
循環器内科
外科

リハビリテーション科
精 神 科

老年精神科
整 形 外 科
皮 膚 科
内 視 鏡

超音波（腹部・乳腺・甲状腺）
超 音 波（心臓）

パーキンソン・神経難病外来
物 忘れ 外 来

診療科目

木村円
（第4週のみ）

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

私たちは、病める人の気持ちを理解し、
“信頼され、選ばれる病院”を目指して研鑽します

城南病院の理念
外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合
熊本交通センターから

「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合
九州自動車道御船ＩＣより車で10分

地域の医療ニーズに応えられる病院を
目指します
家族を入院させたい病院、職員が働き
続けたい職場づくりを目指します
医療技術・知識の向上を図ることを通
じて、急性期病院や地域の医療機関・
施設との連携を推進します
治療成果の向上と患者さまの満足度向上
を図るため院内連携を強力に推進します
良質な医療・介護サービスを提供する
体制を継続的に構築していくために健
全経営を実現します

基本方針　

使命

軽症例の急性期治療や亜急性期治療
脳血管疾患や整形疾患の急性期後の
リハビリテーション治療
神経難病の治療
認知症の治療
精神疾患の治療（身体リハビリテーショ
ン治療を含む）
精神疾患患者の身体合併症の治療
在宅生活を支援する包括的で継ぎ目の
ない保健・医療・介護・福祉サービス
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髙松
（初診）

阿邉山
（再来）




